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釈し
ゃ
迦か

堂ど
う
遺
跡　

西
区
板
井
・
木
場

　

釈
迦
堂
遺
跡
は
、
中
ノ
口
川
左
岸
の
平
野
部
、
板
井
と
木
場
の
中
間
に
位

置
し
て
い
る
。
釈
迦
堂
の
周
辺
は
、
古
く
か
ら
土
器
や
古
銭
が
出
る
場
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
に
北
陸
自
動
車
道
の
建
設
、
平
成
九
（
一

九
九
七
）
年
に
黒
埼
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
改
良
工
事
に
伴
い
、
釈
迦
堂
か

ら
北
西
へ
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
場
所
を
新
潟
県
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
し
た
。
そ

の
結
果
、
水
田
面
下
に
約
一
メ
ー
ト
ル
埋
没
し
て
い
る
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
、
九

世
紀
（
平
安
時
代
）
と
十
三
〜
十
四
世
紀
（
鎌
倉
〜
室
町
時
代
）
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
平
安
時
代
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

平
成
九
年
の
発
掘
区
域
、
一
万
三
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
構
に

は
、
畑
の
畝
と
考
え
ら
れ
る
溝
状
の
遺
構
や
、
八
一
基
も
の
土ど

坑こ
う

な
ど
が
あ
る
。
土
坑

に
は
火
葬
に
関
係
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
古
代
の
火
葬
で
は
、
火
葬
後
、
主
要
な
骨
は

骨
蔵
器
に
入
れ
て
墳
墓
に
埋
葬
し
、
残
っ
た
骨
や
灰
、
木
炭
は
土
坑
に
埋
め
ら
れ
た
。

調
査
地
で
は
墳
墓
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
骨
や
灰
、
木
炭
を
入
れ
た
土
坑
が
六
基

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
ワ
ラ
を
焼
い
た
後
の
灰
と
焼
土
が
堆た

い

積せ
き

し
た
遺
構
が
あ
り
、
そ

図207　遺跡の位置
５万分１地形図「弥彦」

図208　釈迦堂　中央の木立にある
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第３章　平野の遺跡

こ
は
遺
体
を
荼だ

毘び

に
付
し
た
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
調
査
地
で
は
、
建
物
の
跡
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

遺
物
の
出
土
状
況
な
ど
か
ら
、
調
査
地
の
東
側
に
居
住
区
域
が
あ
り
、
西
側
に
は
湿
地
が
広
が
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
集
落
で
は
、
村
の
西
端
を
火
葬
場
や
火
葬
後
の
焼
骨
の
処
理
場
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

当
時
、
火
葬
は
限
ら
れ
た
階
級
の
人
々
に
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
釈
迦
堂
遺
跡
で
火
葬
さ
れ
た
人
々

は
、
こ
の
辺
り
の
有
力
者
で
あ
ろ
う
。
出
土

遺
物
の
中
に
、
古
代
の
役
人
が
身
に
付
け
た

革
帯
の
飾
り
金
具
や
、
円え

ん

面め
ん

硯け
ん

（
須す

恵え

器き

製

の
丸
い
硯す

ず
り
）、
役
所
の
遺
跡
で
出
土
す
る
こ

と
の
多
い

「
郡
」
と
書

か
れ
た
墨ぼ

く

書し
ょ

土
器
が
あ
る

こ
と
も
、
そ

れ
を
示
し
て

い
る
。

図209　焼骨・木炭を埋めた土坑（№116）　木
炭層除去後　長さ75センチメートル，深さ19セン
チメートル　新潟県教育委員会提供

図210　ワラ灰・焼土が堆積した遺構　新潟県教
育委員会提供

図211　土坑(№116）から出
土した火葬骨　新潟県教育委
員会提供


